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Team Information
がん相談窓口
様々な悩みを抱えつつも「誰に相談したらよいか分からない」といったがん患者さんや
ご家族は少なくありません。
　『がん相談窓口』とは、そういった不安や心配事について相談できる、いわば
がん患者さんとそのご家族にとっての『駆け込み寺』的な存在です。当院のがん相談
窓口では、がん相談員としての研修を受けた看護師、医療ソーシャルワーカー
臨床心理士などが問題解決のお手伝いをしています。

mrc Place
クロス・ステーション
松山赤十字病院では、毎月第4月曜日にがん患者サロン『クロス・ステーション』を開催
しています。
　がんサロンとは、がん患者さんとそのご家族が病気や治療に伴う不安や苦痛、生活上
の悩みや心配など、お茶を飲みながら分かち合い情報交換を行う場で、現在では全国
各地に広がりつつあります。日本赤十字社ロゴのレッドクロスと人々が交わるという
意味の”クロス”、人々が行き交いホッとする場所という意味の”ステーション”から名付け
られたクロス・ステーションは、『語り合いの会』とさまざまなテーマに沿った『ミニレク
チャー』に分かれており、当院受診の有無に関わらず誰でも気軽に立ち寄ることがで
きます。これまで参加された方々からは、「同じ病気の人と色々話せて良かった」「苦労し
ているのは自分だけじゃないと分かり頑張る気持ちがわいた」といった感想を頂いて
います。
　お茶を飲みながら同じ境遇の人たちと交流することで少しでも過ごしやすい気持ち
で普段の生活に戻っていただける、そんなサロンを目指しています。

In Profile
がん専門薬剤師 （ 一般社団法人日本医療薬学会認定がん専門薬剤師）
がん医療の進歩に伴う新しい薬剤の開発等により、抗がん剤治療は高度化・複雑化しています。
こうした状況のなかで、患者さんの安全性を確保し、最適な薬物療法を提案するため『がん専門
薬剤師』の必要性が求められるようになりました。
　『がん専門薬剤師』の役割・・・
•抗がん剤の特徴を理解した上で安全な薬剤の取扱いや調製
•薬剤の不適切な投与を回避するためのチェック
•適切な薬物治療を選択するために薬学的見地に立った情報提供
•副作用対策を標準化し、患者さんのQOL（生活の質）の維持・向上に貢献

　がん医療においては、高度な専門知識を持った各職種のスペシャリストによるチーム医療が
行われます。そのなかで対等にコミュニケーションをとるためには、様々ながん種の標準治療を
理解し、副作用に関する専門知識、文献を解釈するための統計学的な知識など、がん全般にわ
たって学んでいなければいけません。また、そういった知識の習得とともに、抗がん剤の調
製業務、服薬指導などの実務経験を通して得る「患者さんを知る経験」が非常に重要だと私
自身考えています。
　今後も、患者さんが安全に、安心して治療が受けられるように、目を光らせていきたいと思います。

＜松山赤十字病院がん相談窓口＞
　TEL：089-926-9516
   受付：平日９：００～１６：００ 病気が
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What is・・・?

便潜血検査について知ろう！!

分子標的薬ってなに・・・？
分子標的薬とは、がん細胞が持っている増殖や転移などに
関係する特定の分子を狙い撃ちして、その働きをおさえる
ことによって治療を行う薬です。近年では、この分子標的薬
を使った治療が増加しており、血液がん、肺がん、大腸がん
乳がん等で治療に応用されています。
　分子標的薬は特定の分子を狙い撃ちするため、その高い
抗がん効果が期待されます。がんの種類により、従来の
抗がん剤よりも目覚ましい効果が得られるものや副作用
の少ないものもあり、分子標的薬の登場はがん治療に
大きな進化をもたらしました。しかし、残念ながらすべての
がん患者さんに劇的な効果をもたらし、かつ副作用がゼロ
という夢の薬ではありません。効果に限界もあれば、副作用
もあります。薬の種類により、蛋白尿、高血圧、甲状腺機能
低下、心機能低下、特殊な皮膚炎等の副作用があるため
治療にあたっては、そうした副作用に迅速に対応できる

健康診断でもおなじみの便潜血検査は、何のためか
ご存知ですか？実は、大腸がんの約6割はこの検査で
発見できるといわれています。大腸にがんやポリープが
あると、便が通過するときにこすれて血液が付着するため、
便潜血が病変発見のカギになるのです。
　ただし、正確な結果を得るには、正しい方法で採便す
る必要があります。血液は便の表面に部分的に付着する
ため、採便棒で便の表面をまんべんなくこすり取ります。
キットのガイドに従い、適正な量を採取しましょう。

従来の抗がん剤
効き方イメージ

分子標的薬
効き方イメージ
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便の表面を数か所削り取る
1日1回、2日間行う

便のどこに血液がついているかわからないので、
数か所から採ることがポイントです。
大腸がんは40～50歳代から増え始めます！
50歳以上の人は、便潜血検査を年に1回は受けましょう！

※

抗がん剤治療に詳しい専門家や、チーム医療によるサポ
ートが重要となります。
　近年の研究では、どのような人に分子標的薬が効くか
が解明されてきており、新たな標的分子の探索とそれらに
対する新薬の研究・開発が世界的に進められています。
切除不能な難治がんを含め、今後こうした研究・開発が
より多くのがん患者さんに適合する治療へと結びつくこと
が期待されます。

また、1日1回、2日間の採取が基本となっているのは、病変
部分が毎日出血するとは限らないことから、より精度を
上げるためなので、必ず2日間採便しましょう。
　潜血がある（陽性）との結果が出た場合は、必ず精密
検査を受けましょう。よく痔の場合に、それによる陽性
反応と自分で判断して受診しないケースがありますが、がん
発見の貴重な機会を逃すことになるかもしれません。
受診して医師に相談することが大切です。

大腸にがんや
ポリープがある
と便が出てくる
ときに擦られて
血液がつく

http://www.matsuyama.jrc .or. jp/cancer/
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